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└アドバンスコース [目標とする大学への進学を目指す]
└ジェネラルコース [目標とする進路実現を目指す]

現状・課題感 導入形態

文章検導入のポイント 文章検導入の効果

◼ 総合型選抜や学校推薦型選抜で課される
小論文や志望理由書、面接など思考力・
判断力・表現力が試される機会が増加。

◼ 与えられた課題（テーマ）を正しく理解す
る力や、文章や図表など複数の情報を読み
取る力の育成が必要。

◼ 事実と意見の峻別や、各段落の役割を意識
した、論理的で相手に伝わる表現力の育成
が必要。

基礎力から総合力まで段階的に育成

◼ 様々な種類の図表読み取りや手紙文、意見
文の作成など、多様なテーマで文章の読解
力・表現力を育むことが可能。

◼ 「基礎力」「読解力」「作成力」の各領域
を段階的に育むことが出来るため、コース
や学年の学習状況に合わせた指導が可能。

◼ 大学入試（総合型・学校推薦等）での加点
評価など、大学進学を目指す生徒が主体的
に学ぶきっかけとして期待。

各領域を段階的に指導し、着実に文章力が向上

◼ 「図表読み取り」「要旨理解」「意見文の
作成」など、希望進路に合わせて、各領域
の指導にメリハリをつけることが出来た。

◼ 検定合格という明確な目標ができ、文章が
苦手な生徒も主体的に学習へ取り組むこと
が出来た。その結果、受検者の約７割が検
定に合格し。多くの生徒が書くことに自信
をつけた。

◼ 文章検で学んだことにより、自分の力で小
論文や志望理由書を書くことができるよう
になった。結果、指導の負担が軽減された。
また、文章読解や表現の基礎を身につけた
結果、国語だけでなく他教科の文章問題に
も対応できるようになった。

＜ コースによって、異なる指導方法を実践＞

※2022年9月の取材内容に基づきます。

✓ 年間6コマという限られた時間で文章力を身につけさせたい[アドバンスコース]では、生徒
の現状に合わせて毎年各領域の指導のバランスを調整している。

✓ また、より効率的・効果的な能力向上を目的に、生徒が作成した意見文を公式テキスト内
チェックリストを用いて生徒自身で採点・添削をさせている。

✓ 基礎的な文章力を身につけさせたい[ジェネラルコース]では、４月から年間を通して、書き
方の「型」や、各領域の読み方を指導している。

【アドバンスコース】

◼ 目標級・・・・１年/３級、２年/準２級

◼ 指導概要・・・１年/現代の国語、
２年/現代文Ｂ

【ジェネラルコース】

◼ 目標級・・・・２年/４級

◼ 指導概要・・・国語表現（通年）

【両コース共通】

◼ 教材・・・・・文章検 公式テキスト各級
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